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｢男女共同参画センター設置条例案｣自民が否決

名古屋高裁

提
訴
か
ら
1
0年
３
ヵ
月

総
合
職
に
し
、和
解
金
の
支
払
い

岡
谷
鋼
機
の
女

性
社
員
・
光
岡
美
代
子
さ
ん
と
同
社

を
退
職
し
た

藤
沢
真
砂
子
さ
ん

が
、

賃
金
昇
格
差
別
の
是
正

と
差
額

賃
金
の

支
払
い
を
求

め
た
裁
判

が
３

月
2
0日
、
名
古

屋
高
裁
で
（

田
中

由
子
裁

判
長
）
口

頭

弁
論

が
開
か

れ
、
そ
の

後
、

裁
判
長

か
ら
和
解
勧
告
が
行
わ
れ
和
解

が
成
立
し
た

。

和
解
の
内
容
は

、
光

岡
さ

ん
を
６

月
１
日
か
ら
事

務
職

か
ら
総
合
職
に
変
更
す
る

。

職
掌
変
更
後
の
配
置
先
に
つさ ん( 右)光 岡さ ん( 左)藤 沢＜ せ 」と 街 頭 行 動 。｢岡 谷 鋼 機 は 差 別 な

い
て

総
合
職

の
職
掌
の
範
囲

内
で

一
定
の

配
慮
を
行
い
、

職

掌
変
更
後
人
事
制
度
を
改

定
す
る
な
ど
し
て

処
遇
を
低

下

さ
せ

な
い

。
２

人
に
対
し

金
一

封
を
支
払
う
と
い
う
も

の

。１

審
の
判
決
は
改
正
均
等

法
が
施
行
さ
れ
た
9
9年
４
月

以

降
の

女
性
差
別
は
違
法
だ

が
、
そ
れ
以

前
に
入
社
し
た

も
の

は
、
旧
均
等
法
は
使
用

者
の

努
力
義
務
と
言
っ
て

い

る
の
で

、
違
法
に
な
ら
な
い

と
し

、
光
岡
さ
ん
だ
け
に
慰

謝
料
を
払
い

、
藤
沢
さ
ん
は

全
面

敗
訴
と
し
た
。
二
人
は

す
ぐ

控
訴
。

和
解
案
は
、
光
岡
さ
ん
を

総
合
職

に
変
更
し
、
全
面
敗

訴
し
た

藤
沢
さ
ん
も
含
め
、

和
解

金
が
支
払
わ
れ
る
と
い

う
も
の
で

、
画
期
的
と
弁
護

団
も
評

価
し
て

い
る
。

裁
判

長
は
口
頭
で

の
和
解

勧
告
で

「
こ

の
訴
訟
を
普
通

の
民

事
上
の

事
件
と
同
様
に

単
な
る

勝
敗
に
目
を
向
け
る

の
で
は

な
く
、
男
女
の
雇
用

の
平

等
、
均

等
な
機
会
保
障

を
今

後
に
つ

な
げ
る
よ
う
に

こ
の
訴

訟
を
考
え
た
い
≒
企

業
に

お
い
て

は
各
分
野
で
の

男
女
の

均
等
な
機
会
、
働
き

や
す
い

職
場
環
境
の
整
備
に

努
力

す
る
こ

と
が
期
待
さ
れ

る

。
こ

の
こ

と
を
踏
ま
え
て

正

式
に

和
解
を
勧
告
す
る
」

と

述
べ
、
和
解
案
を
勧
告
し

た

。

こ
の
訴
訟
は
9
5
年
に
提
訴

さ
れ
た
も
の

だ
が
、
岡
谷
鋼

機
で

は
そ
の

後
２

人
の
女

性

が
事
務
職
か
ら

総
合
職
に

変

更
し

、
光

岡
さ
ん

を
含
め
３

大

に

な

っ
た

。
ま

た

提

訴

後

、
女
性

を
総
合
職

と
し
て

採
用

す
る
よ

う
に

な
り
、
い

ま
1
0人
の
女

性
総
合
靡
か
活

躍
し
て
い
る

。
弁
護
団

は
、

裁
判

が
岡
谷
鋼
機
の

女
性
差

別
の
是
正

を
推
進
す
る
き
っ

か

け

と

な

っ

た

と

見
て

い

る

。

原
告
の
藤
沢

さ
ん
は
、「
提

訴
か
ら
1
0
年
３
ヵ

月
、
工

審

判
決
か
ら

見
れ
ば
画
期
的
な

和

解

内

容

と

評

価

し
て

い

る
。
原
告
と
し
て

国
連
、
Ｉ

Ｌ
Ｏ

（
国

際
労
働
機
関
）
に

も
行

っ
た

。
均

等
法
改
正

の

院
内

樊

で

も
発

言
さ
せ
て

い
た
だ
き

、
企
業
の

女
性
差

別
の
是
正
の
た
め
に

が
ん
ば

っ
た

。
高

裁
に

う
つ

り
、
光

岡
さ
ん

が
な
ぜ
自
分
が
総
合

職
を
の

ぞ
む
か
切
々

と
訴
え

た
の
に
、

裁
判
長

が
、

£

く
わ
か

っ
た

、
私

も
あ
な
た

を
総
合
職
に

す
る

た
め
に

努

力
す
る

”
と

言
っ
た

。
印
象

的
な
場
面
た

っ
た

。
〈

平
等

は
世
界
の

流
れ
〉

を
確
信
す

る
原

告
２

人
の
闘
い

は
、
憲

法
1
4
条
の

方
向
へ

確
実
に
一

歩
押
し

進
め
た
と

思
う
」
と

言

っ
て
い
る

。

岡
谷
鋼
機
女
性
差
別
裁
判

同

社
の

光
岡
美
代
子
、
藤

沢

真

砂

子

さ

ん

が
、
同

年

齢

、
同

学
歴
の

男
性
に

比

べ

賃

金
等
で

著
し
い

格
差
が
あ

る
と

、
１
９
９
５

年
1
2月
提

訴

。
名
古

屋
地

裁
、
唯
一
の

女
性

差
別

裁
判
と

注
目
さ
れ

た
。
２
０
０
５

年
1
2月
の
工

審
判

決
は

、
光
岡
さ
ん
の
み

に
慰
謝
料

を
出
し

、
9
9年
の

改
正
均
等
法
以

前
に

退
職
し

た

藤

沢

さ

ん

の

請

求

を

棄

却
。
２
人
は

高
裁
に

控
訴
し

て

い
た
。

平
和
と
平
等
の
教
育
を

教基法の改悪とめよう
3 ・31　全国集会

人0
0
4
0
に音野谷比日

教
育

基
本
法

が
施
行

さ
れ

て

か
ら
5
9
周
年
を
迎
え
た
３

月
3
1日
の

夕
刻

、
東
京
・
日

比
谷
野
外

音
楽
堂
で

「
教
育

基
本
法
・

憲
法
の

改
悪

を
と

め

よ

う
１
・
３
・
3
1
全

国

集

会
」

が
開
か

れ
た

。

４
月
に

も
「
改
正
法

案
」

が
提
出
さ
れ
る
と

伝
え
ら

れ

る
緊
迫
し
た
状
況
の
な
か

、

冷
た
い
風

が
吹
き

す
さ
ぶ

寒

い
日
だ

っ
た
の
に

、
全
国
か

ら
集
ま

っ
た
４
千
人
の

参
加

者
で

会
場
は
満
員

。

与
党
は
急
い
で
い
る

が
密

室
協
議
の
た
め

、
外

部
に

は

何
か
行
わ
れ
て
い
る
か

さ
っ

ぱ
り
分
か
ら
な
い

状
態
と
い

う
。「
国
の
根
本

問
題
で

あ
る

教
育
の
問
題
を
与

党
の
み
の

密
室
協
議
で
決
め
よ

う
と
し

て

い
る
。
メ
モ

も

持
ち
出

さ

せ
な
い
と
い
う

。
こ
れ
は

国

民
へ
の
裏
切
り
だ
」（
呼

び
か

け
人
の
ひ
と
り

、
小
森
陽

一

東
大
教
授
）
、
「
愛
国
心

教
育

が
学
校
を
フ
ァ
シ

ズ
ム
の

場

に
す
る
」（
同
・
高

橋
哲

哉
東

大
大
学
院
教
授
）
。

国
会
議
員
で
は

、
石
井

郁

子
衆
議
（
日
本
共

産
党
）
、
福

島
み
ず
ほ
参
議
（

社
民

党
党

首
）
が
あ
い
さ
つ

、
決
意
を

語

っ
た
。

樊

謚

、
寒
風

を

つ
い
て

国
会
請
願

デ
モ

を
行

っ
た
。

寒
風
の
中
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
参
加
者
は
「
教
育
基
本
法
を
改
悪

す
る
な
≒

愛
国
心
教
育
は
イ
ヤ
」
と
ア
ピ
ー
ル

今
年
は
桜
が

早
か
っ
た
。
東

京
で

は
、
雨
も

あ
っ
て

あ
っ
と

言
う
間
に
散
っ

て

、
遅
咲
き
の

葉
桜
が
残
っ
て

い

る
く
ら
い
。

あ

ま
り

早

く

花

が

咲

く

の

も

考

え

も

の

だ

。

い

や

な

ニ

ュ

ー
ス

の

多
い

う

っ

と

う

し

い

世
の

中

だ

が

、

花

が

咲

く

と

や

は
り

う

き

う

き

し
て

花

見

に

行

く
の

だ

が

、

寒

く
て

、

早

々
に

屋

内

に

逃

げ

込

ん

で

「
花
よ

り

だ

ん

ご
」
、
な

ん

と

も

盛
り

上

が

ら

な

い
▼

世

界

中

、

政

治

は

ご
た

ご
た

し

て

い

て

、
フ

ラ

ン

ス
で

も

タ

イ

で

も

デ
モ

の

ニ

ュ

ー

ス

が

に

ぎ

や

か

。

だ

が

、

日

本

は

静

か

な

も

の

だ

。

ど

し

ど

し

若

者

の

ク

ビ

が

切

れ

る

よ

う

な

「
新

雇

用

策

」

に

若

者

が

怒

る
フ

ラ

ン

ス

。

正

規

雇

用

が

少

な
い

の

に

、

ニ

ー

ト

は

ご

く

つ

ぶ
し

だ

、

な

ど

と

言

わ

れ
て

も

怒

ら

な

い

日

本

の

若

者

。

怒

る
こ

と

も
で

き

な

い

の

か

な

ど

考

え
て

し

ま

う

が

…
▼

で

も

、

少

し

遥

り

上

が

る

”
話

が

あ

る

と

、

と

た

ん

に

元

気

に

な

る

。

寒

く

、

風

も

ひ

ど

く

冷

た

か

っ

た

３

月
3
1
日

の

夕

方

。

こ

ん

な

日

に

野

外

の

会

場

に

人

が

来

る

か

し

ら

と

思

っ
て

行

っ

た

日

比

谷
の

野

外

音

楽

堂

「
教

育

基

本

法

改

悪

を

と

め

よ

う

」

の

集

会

。

全

国

か

ら

の

参

加

者
４

０

０

０

人
で

通

路

ま
で

人
で

埋

ま

る

盛

況

。

感

動

し

て

し

ま

っ

た
▼

以

前

、

こ

の

欄
で

、
呈

婦

の

投

稿

誌

‰

わ

い

ふ

』
の

休

刊

を

お

知

ら

せ

し

た

が

、

な

ん

と

、

受

け

継

い

で

発

行

す

る

と

い

う

人

々

が

現

れ

、
６

月

に

は
リ

ニ

ュ

ー
ア

ル

Ｗ

ｉ

ｆ

ｅ

が

出

る

こ

と

に

な

っ

た

と

い

う

。

受

け

継

ぐ

人

は
い

ず

れ

も

『
わ

い

ふ

』
で

育

ち

、
ラ

イ

タ

ー

、

編

集

者

と
し

て

や

っ
て

来

た

人

々

。

「
無

謀

」

か

も
し

れ

な
い

が

、

と

。
▼

意

気

に

感

動
し

、

ま

だ
日

本

も

捨
て

た

も

の

で

は

な

い

な

ど

と

思

う

。

千
葉
県
議
会
の
顛
末

「
男
女
平
等
参
画
ち
ば
の
会
」
共
同
代
表

出

納

い
ず

み

0
6年
３

月
1
7日

の
「
自
民

政
調
会
、
男
女
共
同
参
画
セ

ン

タ
ー
、
否
決
の
方
針
」
と

い

う
新
聞
報
道
は
、
多
く
の

千

葉
県

民
に

と
っ
て

蕕

耳

に

水
”
で

あ
っ
た
。
「
何
そ

れ
？
」

と

い

う

感

じ

で

あ

る

。
千

葉
市
に

『
女
性
セ
ン

タ
ー
』

が
移
る
ら
し
い
が
、

真

偽
の

ほ

ど

は

わ

か

ら

な

い

、
せ
い

ぜ
い

そ
ん
な
程
度

で

あ
る
。
県

が
上

程
し
た
こ

の
『
男
女
共
同

参
画
セ
ン

タ

ー
設
置
条

例
案
』

と
は

、
こ

れ
ま
で

、
財
団
法

人
に

業
務

委
託
し
て

い
た

『
女
性
セ
ン

タ

ー
』
を

直
営
化
し

、
千

葉

市
を
本
館

、
柏
市

と
館
山
市

に
分
館

を
お
き

、
県
内
３

箇

所
に

「
男
女
共
同

参
画
セ
ン

タ

ー
」

を
設
置
し
よ

う
と
い

う
も
の
で

あ
っ
た

。

東 京 新 聞 ）｢女 性センターを潰すな ／｣と訴える( 写真提供･柏 市 駅 頭 で

2
4日

の

「
本

会

議
」
で

も
、
9
6人
中
6
6人
の
圧

倒
的

な
自
民
党
の
数
の

前
で

は
、

結
果
は
、
当
然
の
よ

う
に
県

の

上

程

し

た

『
設

置

条

例

案
』
は

茵

決

气
そ
の

理
由

は

「
男
ら
し
さ

、
女
ら
し

さ

を
否
定
し
な
い

、
伝
統
と
文

化
を
尊
重
し
た
男
女

共
同
参

画

は

賛

成

だ

が
、
男

ら

し

さ
、
女
ら
し
さ

を
否

定
し

、

画
一
的
で
、
中

性
的
人

間
を

つ
く
ろ
う
と
す
る

ジ
ェ
ン

ダ

ー
フ
リ

ー
の
思

想
の

拡
散
に

な
る
こ
と
は
反
対
」
と
い

う

こ
と
で

あ

っ
た

。

自
民
党
以
外
の

各
党
、
会

派
は
、
本
会
議
に
先

立
つ

常

任
委
員
会
で

、
自
民

党
句

否

鈩

の
説
明
に
し
た

「
直
営

化
は
時
代
の
流

れ
に

逆
行
」

「
学
校
の
耐

震
化
か

先
≒

県

民

の

要

望

が

低

い
」
に

対

し
、

一
つ

一
つ

、
適
切
に

反

論
を
し
た

。
「
県
民
の

意
識

調
査
の
読
み

方
が
表
面

的
。

福
祉
も
子
育
て

支
援
も

勇

女

共

同

参

画
”
に

結

び
つ

く
≒
学
校
の
耐

震
化

な
ら
も

っ
と
予
算

が
必

要
。
大
型
予

算
を
見
な
お

す
べ
き
」
と
そ

れ
ぞ
れ
納
得
の
い
く
反
論
を

展
開
。
し
か
し
、
自
民
党
は

ま
っ
た
く
意
に
返
さ
な
か

っ

た
。
し
か
し

、
否
決
し
た
当

の
自
民
党
が
、

『
設
置

条
例

案
』
を
否
決
す
る
こ
と

が
。

『
女
性
セ
ン

タ

ー
』
を
な
く

す
こ

と
に
な
る
と
は
思
わ
な

か
っ
た
ら
し

い
。
責
任

重
大

で

あ
る
。

従
来
、
柏
市
に
あ

っ
た
『
女

性
セ
ン
タ
ー
』
は
千
葉
県
で

も
埼
玉
寄
り
の
端
に
あ
り

、

柏
周
辺
の
人
で

も
不
便

な
所

と
い

う
声
は
鬨
い
て

い
た
。

財
団

法

人

に

業

務
委

託

さ

れ
、

崘

立

”
と
い
う
位
置

づ
け

も
は
っ
き
り
し
て

い
な

か
っ
た

と
あ
と
で

知
っ
た
。

直
営
化
の
方
針
が
あ
っ
だ
の

で

、
業
務
委
託
し
て

い
た
財

団
法

人
と
の

契
約
は
３

月
で

終
了

。
柏
は
分
館
と
し
て

県

の
職

員
が
出
向
す
る
は
ず
で

あ
っ
た

。
し

か
し
、
設
置
条

例
案
に

関
す
る
予
算
も
否
決

さ
れ
た

の
で

、
運
営
費
は

ゼ

ロ
。
５
０
０
０

件
あ
っ
た
相

談
業
務
も
定
期
カ
ウ
ン
セ
リ

ン

グ
も
多
く
の
研
修
、
講
座

を
は

じ
め
、
民
間
団
体
の
発

表
や

交

流
の

場

は

失

わ

れ

た

。
現
在
、
相
談
業
務
に
つ

い
て

は
、
『
女
性
サ

ポ
ー
ト

セ
ン

タ
ー
』
や

各
『
健
康
福

祉
セ
ン

タ
亅
』
へ
の

転
送
で

対

応

し
て

い

る
よ

う
で

あ

る

。
し
か
し

、
そ

れ
以
外

の

研
修
や
講

座
展
開

、
民
間
団

体
の

支
援
や

交
流

な
ど

禎

女
共
同

参
画

”
の

拠
点
が
失

わ
れ
た
の
で

あ
る

。
『
女

性

セ
ン

タ
ー
』

が
な

く
な
る
3
1

日

、
心
配
し
た
人
々

は
柏
の

駅
で

「
県
内
３
箇
所
に
セ
ン

タ
ー
を
つ

く
ろ

う
」

と
署

名

活
動

を
始
め
、
門
の
し
ま

っ

た
セ
ン

タ
レ

前
で

、
一
言
ず

つ
セ
ン

タ
ー
長
の

前
で

蕪

念
の

思
い

”
を
語

っ
た
。
県

は
ホ

ー
ム

ペ
ー
ジ
上
で

も
市

民
団

体
へ
の
通
知
で

も
「
千

葉
県
女

性
セ
ン

タ
ー
事
業
の

中
止

」
と
い

っ
て
い

る
が
、

そ

れ
は
「
再
開
」
の

め
ど
が

あ
っ
て
の
こ

と
な
の

だ
ろ

う

か

。

『Princess Sunflower 』

国 連 の 本 屋 さ ん に 登 場

世界中に女性差別撤廃条約の花を！

『
世

界
中
の
ひ
圭

わ
り
ひ
め

へ
』（

作
・
小
笠
原
み
ど
り
）

は
１
９
９
８

年
、
北
九
州
市

立

女

性

セ

ン

タ

ー

ム

ー

ブ

（
現
北

九
州
市
立
男
女
共
同

参
画
セ
ン

タ
ー
ム
ー
ブ
）

が

行

っ
た

「
女
性
差
別
撤
廃
条

約

名
訳
コ
ン

ク
ー
ル

」
で

、

優

秀
賞
作
品
に
え
ら
ば
れ

、

永
田

萠
さ
ん
の
イ
ラ

ス
ト
の

絵

本
と
し
て

ポ
プ
ラ

社
よ
り

発
行

さ
れ
た
。

そ
の

後
、
国
際
女
性
の
地

位

協
会
の

協
力
を
得
て
英
訳

出

版
さ
れ
た
『
Ｐ

ｒ
ｉ

ｎ
ｃ

ｅ
ｓ
ｓ
　
Ｓ

ｕ
ｎ
ｆ

ｌ
ｏ

ｗ

ｅ
ｒ
』（
翻

訳

・
三

宅

え

り

子
）
は

、
国
連
ブ
ッ
ク
シ
ョ

ッ

プ
の

担
当
者
の

目
に

と
ま

り

、
国

連
本
部
の
書
店
で

販

売

が
開
始
さ
れ
た
。
折
り
し

も
国

連
女

性
の

地
位
委
員
会

開
催
中
に

店
頭

に
並

べ
ら
れ

た
こ
と

も
あ
っ
て

、
売
れ
行

き
好
調

と
の
連
絡
が
国
際
女

性
の
地

位
協
会
に
届
い

た
。

日

本
で

生
ま
れ
た

び

ま

わ
り
ひ

め

”
は
、
世
界
中
に

女

性
差
別
撤
廃
条
約
の
種
を

蒔
き
、
大

輪
の

花
を
咲
か
せ

る
た
め
に

飛
び
立
っ
た
。

ニ
ュ
ー
ス
く
り
つ
ぷ

・

高
校

教
科
書

の
検

定
結
果

を
公

表
文
科
省
は

、
来

春
か
ら

主
に

高

校
１
年

生
で

使
わ

れ

る
教
科

書

の

検

定

結

果

を

発

表
。
地

歴

、
公
民

、
家
庭

、
保
健
で
「
慰

安

婦
」
の

記
述
は
日

本
軍

の
責

任

を
曖
昧
に

。
性

教
育
は

大
幅

書

換
え
。

「
ジ

ェ
ン

ダ

ー
フ

リ

ー

」
の
用

語
が

消
え
、

「
ジ

ェ

ン

ダ
ー
」

と
い

う
言
葉

も
な
い

教

科
書
も

。
（
2
9日

）
。

・

日
歯

連
事

件
村
岡
元

長
官

無

罪

自
民

党
旧

橋
本
派
の

１
億
円

ヤ
ミ
献

金
事

件
で

罪
に

問
わ

れ

た
村
岡

・
元

官
房
長

官
に
東

京

地
裁
は

無
罪
判

決
（
3
0
日
）
。

・

仏
、
学

生
デ
モ

仏
で

若
者
の

解
雇

を
容
易
に

す
る
新

雇
用

策
に
反

対
し

、
全

仏
で
学

生
と

労
働
者
の

３
０
０

万
人
行

動
（
2
8
日
）
。
こ

の
後

も

デ
モ

は
つ

づ

弌

４

日

の
３
０

０

万
人

デ
モ

で
６

０
０

人
の

逮

捕
者
も

出
し

た
。

こ れ か ら は
，
走 る 楽 し さ も ハ イ ブ リ

ッ ド
で す

。　　　　　　　　　　　　　　l

り11ﾖ!IM'!ﾖ1:ms

憂 れ た 環 境 性 能 だ け で な く ， 心 躍 ら せ る 走 行 性 能 を ハ イ ブ リ ッ に 。　　　　　　　 美 し く 走 る プ レ ス テ ー ジ

を る 歓 び を 追 求 し 続 け て き たHonda が 今 ， ハ イ ブ リ ッ ド カ ー に
回 几 ご ぶ 隘 髞 二 言｡ 冫 ぬI よ ふ 二NEW ｆ ｔ ｙ ｙp' Ｘ ｇ 二7f

薯

SrVTEC エ ン ジ ン ，そ し て 発 進 時 ・ 加 速 時 を よ り パ ワ フ ル に ア シ ス ト

ｒ る 新I  M  A  (イ ン テ グ レ ー テ ッ ド ・ モ ー タ ー ・ ア シ ス ト) 。 進 化 し た ２ つ の

1カカ を 組 み 合 わ せ た Ｈ ｏ ｎ ｄ ａ 独 自 の ハ イ ブ リ ッ ド シ ス テ ム をNEW　　　　　　　　 シビックハイブリッドＭχ　｡｡二-‘-"‘‾‾゙‾"
イ
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ベ イ プ リ ッ ド に 新 た な 走 り を 創 造 す る ，シ ビ ッ ク ハ イ ブ リ ッ ド の 登 場 で す 。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ¨ ¨ ”
ｏ ¨ ¨ ’

匚コド ラ イ ブ, 美 し い 環 境 と モ ビ リテ ィ の 楽 し さ を次 世 代 へ 。

Ｐｈｏtｏ:シビックハイブリッド Ｍｘ[主要諸元ノシビック ハイブリッド Ｍχ]●型式:ＤＡＡ･ＦＤ３●全長/全幅/全高:4.540m/

1.750m/1.435mB 総排気量:1,339cm3B エンジン最高出力:70kW[95PS]/6,000rpm* ・ エンジン最大トルク：
Ｍ Ｘ μ 簾 擘 昌 ばT,miMA  2,362,500

円(消費税抜き2,250,000円)　　123N-m[12.5kg･ ｍ]/４,600rpm' ■電動機( モーター)最高出力:15kW  [20PS]/2,000rpm
・ 電動機(モーター)

1.30 3ステージI-VTEC 十IMA　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
最大トルク:103N･ ｍ[10.5kg･ ｍ]/o~1,160｢pm ■乗車定員:5名 ＊はネット値[主要装魯/シビックハイブリッド Ｍｘ]　　　

¶

諾
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圃土文通鴦r早成17年　　　　 平成22卑度燃費碁準を　　　　　　 進化した｢Ｇｺﾝﾄﾛｰﾙ 技術」　

エアコンディショナー●イモピライザー●3本スポーク小径楕円ステアリングホイール(本革巻)●ＤＢｗ(ドライブ･バイ･ワイヤ)

排出ガス基事75％僅鑪　 ヽ' ヽ` 　5％以上上回る優れた　
Ｇ^(:; ∂ Ｎｺﾝ

ﾊﾟﾃｨﾋﾞﾘﾃｨ対応ボディに　 ■ボディカラーがプレミアムホワイト･パール,スーパープラチナ･メタリックの鳩合は31,500 円(消 費税抜き30,000 円)高。
ﾚ ﾍﾞﾙjｓｔ皿母　　4!

Ｓ;i

略費性曜を遭度　　　 ●●9●-w---e--l よる優れた冊莫重全惟ｔ
■価格は全国メーカー希望小売価格(消費税込み)で参考価格です｡販 売会社でセットする付属品は別途扱いです。

）
よ4なでゑめよ1温囑皿　　(受付時間:9畤~12畤13 時~17畸)全・ 共過フリーダイヤル・0120-112010　 左記の価格にはスペアタイヤ･標準工冥･ジャッキが含まれまｔ 保険料,税金(消費税除く),登録などに伴う諸費用,リサイクル　　　 ｎ
卅 蜊 箭 丿鷲 堡il 鷲 己 謀 后 詒 ご 埀 に ぷ こ 二 こ ゴ ｒ: こ 乙 ご オ ｍ 二 図



（ ２ ）(月 曜 日)○ 日2 ０ ０ ６ 臂Ξ4J ≡ＦIｽJ四ユ
命 四

- 嵋〃こ攵 ’|?生(第3種郵便物認可)第 り ４ ５ り 号

家
庭
科
男
女
共
修
に
奮
闘

平
等
教
育
活
動
の
軌
跡
を
残
す

昨
年
９

月
、
叩
歳
で
亡
く

な
っ
た
家
庭
科
教
育
者
・
和

田
典
子
さ
ん
加
書
い
た
膨
大

な
著
作
、
文
章
を
資
料
と
し

匸

残
す
た
め
の
保
存
委
員
会

作
で

弌

資
料
纃
理
を
す
す

め
て
い
る

。
保
存
場
所
は
圭

だ
未

定
だ
が
、
ぜ
ひ

保
存
場

所
に
と

申
し

圉
て

い
る
と
匸

ろ

も
あ
气

東
京
都
内
で

和

田

さ
ん
の

全
著
作
が
見
ら
れ

る
こ
こ
に

な
る
。

田 典 子 さ んの 和あ り し 日

『
水

俣

巡

礼

』
参
加
者
募
集

月
裏
・
湯
堂
地
区
斜
り一
ヵ
所
訪
問

水
俣
病
の
公
式
認

定
か
ら

5
0年
。
水

俣
フ

ォ

上

フ
ム

は
、
認
定
さ
れ
た
ら
月
工
日

を
挟
ん
だ
誅
月
3
0日

㈲
か
ら

５

月
３

日
水
（
３

泊

誅
且

に

『
水
俣
巡
礼
』
を
企
画

参
加
者
を
募
集
し
て

い
る

。

主
な
訪
問
先
は
、
メ
チ
ル

水
銀
が
流
石
九
九
チ
ッ
ソ

水

恍
工
場
の

「
百
間
排
水

尸

。

玉

俣
病
玉

歴
史
考
証
館
」
、

同

「
犠
牲
者
慰
七
百

」
、
海
か

ら

チ

ョ
ソ

水

俣

工

場

を

望

み

、
無
人
島
「
恋
路
島
」
の

海
岸
を
清
掃
。
水
俣
病
発
見

の

契
機
と
な
っ
た
漁
村

言

一
手

湯
堂
地
区
」
な
ど
１２

力

所

を
巡
る
。
案
内
人
は
、
実

川
悠
太
水

俣
フ

ォ
上

フ
ム
事

務
局
長

、
林
勝
一
同
局
員
。

現
地

集
合
・
解
散
＝
水

俣

匚
寸
月
3
0日
1
4
時
集
合
、
５

月
３
日
1
4
時
解
散
。
社
用
・
＝

寸
万
才
０
０
０
円

（
宿
俯
、

食
事
、
入

館
料
ば
か
。
現
地

方

已
の

旅

賞

は

含

圭

れ

な

匸

。

和
田
さ
ん
け

⊥
９
３
８

年

（
昭
和

刧
年
）

東
京
女

高
師

家
事
科
卒

業
。
戦
前
か

ら
の

教
師
。
戦

後
、
毘

歳
で

女
高

師
の
研
究

科
に
入
り

直
し

勉

強
し
、
修
丁

後
、
ｔエ
９
５
０

年
、
都
立
戸
山

高
校
の

教
師

と
な
る
。

戦
前

男
子
校
だ
っ

仁

尸
山
高

校
で
当

時
は
た

っ

た

一
人
の
女
教

師
た

っ
た

。

女
生
徒
の

相
談
は

和
田

さ
ん

に
集
中
。
男
子
匚

も
保
健
を

教
え
、
男
子
か
ら

も
慕
わ
九

た
教
師
だ

っ
た

。

和
田
さ
ん
の
現

役
時
代
は

水俣病

芸謚謚蒸

申
込
み
・
汞

俣
フ

ォ
上

フ

止

こ
卵

ら

回

０
８

八

〇

５
工

。
締
切
ツ

友

月
2
0日

困
。

家
庭
科

が
輕
ん
じ
ら

れ
址
初

は
女
子
の
み
選
択

、
の
ち
女

子
の
み
必
修
、
性
別

役
割
分

業
体
制
の
中
で
苫
労
し
か

。

国

際

婦

人

年

が

始
ま

る
と

「
家
庭
科
の
男
女
共
修

を
す

す
め
る
会
」
の
世
話
人
と
し

て

佶

戻

共

修

実

現

に

瑁

闘
。
現
場
を
刧
る
教

師
・
佰

究

者

と

し

て

、
後

薙

を

指

慨

新
し
い
家
庭
科

教
育
の

た
め
匚

努
力
し
た
。
そ
し
て

教
育
四
場
で
男
女
平
等

教
育

を
行
う
こ
と
の
大
切
心

を
実

感
、
工
９

９
７
年
、

「
男
女

男

女

の

平

等

な

参

画

を

ど

の

様

に

政

治

課

題

に

す

る

か

の

論

文

。

世

異

ア

ジ

ア

、

国

、

地

方

、

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

、

家

庭

な

ど

、

さ

ま

ざ

ま

な

レ

ベ

ル

に

お

け

る

男

女

共

同

参

画

を

め

ぐ

る

、

新

し

い

視

点

で

の

理

論

的

構

築

に

挑

ん

だ

論

文

を

望

ん

で

い

る

。

分

量

・
：
論

文

は

、

タ

イ

ト

入

図

、
表

足

を

含

め

了

Ｏ

Ｏ

字

原

稿

用

紙
3
0

枚

程

度

。

書

評

は

、

論

文

と

同

じ

く

、

８

枚

、

末

だ

け
1
5

枚

程

度

。

書

評

対

象

は

、

白

己

回

関

係

す

る

書

を

除

き

、

日

本

語

末

だ

け

英

語

で

出

版

さ

れ

た

も

の

。

原

稿

は

日

本

語

で

。

締

切

０

＝
ケ

月

印

口

㈲

。

詳

し

く

は

・
‘
向

フ

ォ

上

フ

厶

・

研

究

ラ

イ

ン

ま

で
｛
一
Ｘ
Ｏ

９

３

二

Ｏ
８

３

・

３

ル

３

斗

、

Ｈ

―
m
a
i
l
　
:　ｒ
ｅ
ｓ
ｅ
ａ
ｒ
ｃ
ｈ

（
窓

ご
９

司

‘Ｃ
こ

ｔ

２
０
０

工
年
以
来
７

度
目

平
等
を
す
す
め
る
た
め
の
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク
」
の
発
起
人

、

代
表
と
し
て

、
敲
後
の
入
院

の
直
前
ま
で

活
動
し
つ
つ
け

た
。和
田
典
子
さ
ん
は
数

多
く

の
文
章
を
書
い
て

お
り

、
戦

後
の

家
庭
、
家
族
政
策
に
つ

い

て

の

著

作

、
資

料

も

多

い

。
し

か
し

、
本
に
な

っ
て

い

る
も
の
も
あ
る

が
、
雑
誌

等
に

発

表
し

た

も
の

も
多

く
、
二

九
を
散
逸
さ
せ

ず
保

存
し

た
い
と
卜

う
声

が
各
所

か

り
出
て

卜
た
。
ぼ
存

委
い

会

け
、
資

料

が

膨

大

な

だ

め
、
鎬
俚
の
た
め
の
ア
ル

バ

イ
ト

が
必
要

と
、
↓

０
０
０

円
の

カ
ン
パ
を
よ

び
か
け
て

い

る
。
問
い

合
万

世

上

且

さ
ん

霖
Ｏ

ペ
呂

？

旧

二

凸

の
「
戦
時
性
的
強
制
被
害
者

問
題
の
解
決
の
促
進
回
関
す

る

渋

律

案
」
を

民
工

共

産
、
社
民
の
３

党
と
無
所
頌

議
員
公

心
月
四
日
、
参

議
院

に

蝮
出
し
た

こ
こ

に

、
「
慰

安
婦
」
問
題
の
立
法
を
求
め

る
会

上
屋
公
献
会
長
）
、「
戦

時
性
的
強
制
被
害
者
川
題
解

决
促
進
法
案
」
の
立
法
を
求

め
る
連
絡
会
は
、
同
法
案
の

提
出

を
歓
迎
し
早
期
立
法
を

求
め
る
声
明
を
発
表
。

国
連
入
権
委
は
囲
年

、「
慰

安
婦
」
問
題
に
つ
い
て
の
報

告
と

勧
告
を
行

っ
て

い
る
。

圭

だ

、
同

法

案

に

は

、
台

湾
、
韓
円

フ

。
リ

ピ
ン

が

早
期
制
定
の

決
議
を
行
い
、

日

本
で

は
出
口
地
裁
下
関
支

哉

東
京
地
裁
が
立
法
解
決

を
強
く
求
め
て

い
る
。

声
明
は
「
当
事
者
は
す
で

に
8
0
歳
前
後
口

達
し
、
毎
月

の
よ

う
に
訃
報

が
届
く

が
、

日

本
の

対
応
が
あ
圭
り
に
も

遅
九
て

い
る
」
、
「
被
害
者

が

生
き
て

い
る
う
ち
に
解
決
を

図
れ

る
よ

う
、
早

期

成
言

を
強
く
要
望
。

「

虐

待

気

づ

く

べ

き

こ

と

、

で

き

る

こ

と

」

保
健
宇

医
師

資

護
士

臨
床
心
理
士
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ

か
ら

全
国
養
護
教
諭
サ
ー
ク
ル
協

議
会
囗
企
画

全
養
サ
書
籍
編
集
委
員
令

渡
辺
久
子
・
岩
城
正
方

酒
井
道
子
小

久
保
裕
美
壽

今
国
の
児
童
相
言

所

了

８
・２

力

所

）

が

対

応

し

た

り
一

〇

〇

召

年

卜
ぺ
の

児

童

虐

待

は

過

去

俗

岫
の

昌

万
コ

９

７

９

⑤

气

前

年

よ

り
輿

％

も

増

加
し

匸

卜

る

と

卜

う

。

本

心
」
で

は

、

虐

待

の
・Ｓ

Ｏ

Ｓ

サ

イ

ン
の

発

見

や

ケ

ア

匚

つ

い

て

養

炎

教

諭

、

学

校

関

係

者

、
医

師

、

児

童

養

万

朧

設

関

係

者

な

ど

が

、

事

例

を

あ

げ
て

⑤
一〔

を

し
て

い

る

。

虐

待

に

は

、

身

体

的

虐

待

、

性

㈹

虐

待

、

ネ

ヶ

レ

ク

ト

、
こ

俚

的

虐

待

が

あ

る

が

、
し

つ

け

と

の

違

い

は

子

ど
も

の

側
匚

視

点

を

お

け

ば

判

断

が

つ

き

親

の

意

㈲

は

問

題

外

だ

。

ま

た

、

一

人

で

生

き

る

匸

と

が
で

き

な

い

子

ど

も
は

、

虐

待

さ

れ
て

卜
匸

も

簡

単
に

は

話

さ

ず

、

信

頸

関

崕
か

で

き

た

人

に

初

め

て

明

ら

か

に

す

る

。
両

親

、

養

父

、

祖

父

、

兄

な

ど

身

内

に

よ

る

も

の

や

教

師

に

よ

る

性

虐

待
ち

あ

气

話

せ

な

い

の

も

う

な

づ

け

る

。

暴

力

に

よ

る

虐

待

は

、

か

ら

だ

を

み

る

匸

と

が

で

き

る

養

護

教

諭

が

発

見

す

る

煬

合

作

多
い

が

、

他

機

関

匚

つ

な

ぐ
に

も

、

校

長

を

け

じ

め

校

匿
か
げ
で
か
水

掛

鬱

」

開
催
中

▼
～

文
明

開
化
明
治
東
京

～

「
ガ
ス
燈
の
点
る
街

角
」

展
Ｇ

月
2
8口

伽
ま
で
　

叩
時

乱

に
時
　

月
曜
休
館
　

Λ
Ｇ

Λ
Ｓ
　

Ｍ
Ｕ
Ｓ

Ｅ
Ｕ

Ｍ
　

が

す
資
料
館
▽
ガ
ス

灯
館
　

洋

風

建
築
や
新
し
い
風
俗
な
ど

歌
川
芳
虎
「
東
京
新
開
名
勝
図

絵

海
運

ば
し

第

一
国

立
銀

言

１
８
７
９
年
（
明
治
１２
年
）

と
と

も
に
、
「
力
ス

燈
」
か

文
明

開
化
の

象
徴
の
一
つ
と

し
匸

描
か
れ
た
錦
絵
叩

只
を

万

作

無
料

闘
犬
甘

＝
罔

館
霖
Ｏ

召
っ
ｙ

３

斗
ッ
ご

工

４
　

月

▼
日

本
記
録
映
画
作
家
協

会
創
立
5
0周
年
記
念
映
画

祭

１８
口

因
川
時
3
0分
、
2
0口

本
川

時
、
皿
日

旧
作
時
3
0分

な
か
の
ｚ

Ｅ
ｎ
ｏ

△
・ｊ
ｎ

・
中

野
駅
圉
口
８

分
）
　
　記

録
作
協
頷
年
間
に
作
ら
九

九

ド
午
ユ
ズ
ン
ク
勹

―
四
中
か

ら
2
0本
を
選
び
上
映
。

Ｔ

内

心
協
力
体
制
が
何
よ
り
・仏

必

要
だ
と
わ
か
る
。

な
お
、
虐
待
予
防
の
シ
ス

テ

ム
や
虐
待
を
し
匸

し
圭

っ

た

大
人
の
立
ち
直
り
へ
の
支

援
匸

つ
い
て

も
詳
述
忘
九
匸

卜
る
。
（
陽
）
三

文
協

工

４
.０
０

円
）

「

古

事

記

変

容

す

る

神

々

」

佐
賀
純
一
著

行

者
は
大
師
匸

作
子
活
動

も

し

て

卜

る

∧
、

「
卜
」
事

型

を
水
胆
七
解
釈
し

、
愚

想
の
刀
エ

ト

う
。
そ

①
に

想
と

は
唯

。
神
否
定

言

①

匸

に
鉋
対
の

も
①
ぱ
な
匸

、

独

裁
制
言

叉

皇

制

二

人

で
こ
と

を
決
め
る

と
ア
マ

テ

う
ス
で

さ
え
問
⑤

片
言

牟

和

。
変
百

こ

れ
は
占
事
記

独
紆
四

存
在
論
と

。
だ
が
、

ど

う
も
匸
の

思
想
‐
ｊ
理
想
は

古

士

記

し

な

い

ト
ハ

㈲

る

「
神
代
」
の

特
代
の
こ

と
ら
し

く

、
巾
ド
咎
の
神

武
以

米
の

言

言

の

時
代
心
入

る
と
、

皇

継
争
卜
言
身
内

同
千
四
殺

戮
。
う
ん

ざ
り

す
る
が
。

著

者
は
ノ

昌

よ
う
な
『
古

事
記
』

が
現
代
の
私

た
ち
回

強
レ
ノ

ッ
七
上

ン
を
放
っ
て

い
る

と
卜
う
。
平

和
、
独
裁

か

久

Ｅ
議
へ

ば
、
た
し

か
回

い
圭

回
通
じ
る
と

⑤

つ
矢

日

本
の

国

を

生

み

神

話
で

も

、
妻
の
イ

ザ
ナ
ミ

か
先
に

声

を

か

け
た

た

め

に
「
蛭

舌

が
生
ま

れ
、
変
百
四
例

で

も
、
良
燉
変
容
が
ス

サ
ノ

才
（

暴
九
者
か

ら
英
雄
三

才

方
ク
ニ
ヌ

シ
（

頼
０

な
卜

弱

者
か
ら
人

十
仁
大
悲
浙
憂

容
が
イ
ザ
ナ
ミ
（

火
の
神
を

産
み

戦
乱

を
も
た

ら
し
た
人

罪
で

曵
回
大
口

本
は
神
話
の

時
代

か
ら
女
性
蔑
視
か
な
と

ち
尽

つ
の

ど
か

。（
枝
）
　
玉

洋
医

学
岔
　
Ｉ
Ｇ
８
０

巴

９

５

２

年
／

上

丁
り

弓
子

ど

も

た

ち
の

昭

和

史

―

「
人

柬

亜

戦

争
辷

ば
か

５

プ

ロ

グ
ラ

ム

有
　

各

ブ

ロ

ゲ

フ
ム

亅

０

０

０

円

白

売
り

・
０

０

０

０
　

問

合
せ
・
＝
㈱

べ
Ｖ

Ｃ

Ｃ
一一
に
　
Ｏ

寸
２

・
５

Ｇ

Ｇ

・

６

Ｌ

０

９

川

本

）

▼

ビ

デ

オ

サ

ロ

ン

『
ユ

キ

エ

』２１

ロ

ブ
　

ト

時

韭

分

、

１８

時
3
0
分
　

Ｍ

Ｔ

Ｗ

交

流

サ

ロ

ン

（

秋

葉

京
駅

下

半

）
　

監

督

・

松

片

久
子

、

脚

本

・

新

藤

兼

人

、

上

演

・

倍

仁

美

津

子
　

※

り
向

囗

終

厂

後
匸

十

す
サ

ロ

ン

ー
カ
フ

エ
　（

感

想

を

話
匸

了

）

開

催
　

巾

込

み

＝
白

徴

Ｘ
Ｏ

こ
い
８

つ
言

・
０

７

７

り一

４

月
1
0

日

型ぐ

◆
婦

人
参
政

権
行

使
6
0周

年

記

念
集

会
～
日

本
に
軍

事
基

地

は

い
ら

な
い

匸
時
3
0
分
　

羂
夾

茄

了

ｎ

・
舉

瑁
駅
圉

口
７
分

）

「
米

平

泳
地

行
緇
と

は
何

か
？

１
闘

わ

九
匸

卜
る
の

は
地
元

利
吉

見

は

な
く

、
囗
本

の
将

米
像
二

回

藤
匸

彦
二

吉

冊
言

平
和
幌

略

川

際
研

究
所
軟

授
）
　

ア
Ｏ

Ｏ

円
　

卜

催
＝
匸

嬋
人
州

休
議

ご

活

動
辿

旅
委
　

辿
号

・
小

務

⑤

｛
一
丿
罔

ら

べ
い
７
０

ら

ケ

リ
ヲ

介

本

羂
∧
臼

昨
片
川

庖
｝

－
－

－
－
－
　
　
　

－
－－
ｒ

４

月
1
2

日

型

◆

「

君

が

代

」

解

雇

裁

判

―

傍

聴川

持

韭

分

（

岡

持

三

卜

に

災

○
　

東

京

地

戴

Ｉ

Ｏ

目

し

よ

辻

‐
‐
－
－
‐
‐
－
‐－
－

－
－

‐
‐
‐
‐
－
－

４

月

１ ３

日

わ

Ｉ

◆

現

代

の

「

イ

ズ

ム

」

を

検

討

す

る

川

時

韭

竍
　

Ｄ

川

に

口

ま

匸

第

ッ

ス

晄
［
ｏ

口

川

夾

ｙ
ｍ

中

冊

重

乂

（

八

職

町

人

我

授

）

８

０

０

円

、

巾

込

怙

り
】
ｏ

ｏ

ｏ

円
　

ド

催

・

巾

込

み

・
：

サ

巾

川

回

枝

記

念
（

石

鬪

・

に

ソ

ｏ

・

ｏ

り
一
３

８

－
－
－－
－
　
－
　
　
　

－
－－－
－
－

４

月
1
4

日

片／
い
ｙ

◆

満

州

国

の

亡

霊

－

日

本

の

ア

ジ

ア

侵

略

と

戦

後

日

本

政

治

（

仮

題

）

十

・
乙
元

勹
ニ
ュ
ッ

ク
’

謁
Ｎ

：
立

入

り
Ｉ
・：

いヽｙ
寸

元

バ
ク

言

⑦
　

シ
三

千
ブ
リ
ム
・
こ

佶

中
言

一

父

学
教
○

匸

］刈

譟

」
　
ゾ

イ

ト
ジ
い
う
Ｌ
十
リ

ス

ー

上

緇

庫

か
つ
み

つ
に
①
　
　

一

二

丁
才
レ

鬥

屐
示

口
三

ド

ニ

仁
　

Ｉ
ツ
ー０

０

円

白

尤
り

１

０
０

０
巴

、
中

心
±
５

０
０

円

卜
胖

＝
実
行

委
　

辿
价

＝
京

イ

勺
資
料

佶
報

玉
｛

。
匸

こ
日
一

４
‐ｊ

ｏ
ｊ

乃
コ

ー

。一
廴
ぐ
　

ぐｙ
‐
’＆
〆

ぐ

４

月

口

日

月

。

◆
日
ｕ
ｍ

ａ
ｎ
　

Ｔ

ｒ

ａ
干

ｆ
・・
ｌ
Ｃ
ｋ
・
―
冂
尽
　
ア

メ
リ

カ

テ

レ

ビ
映

画

「
ヒ

ュ

ー
マ
ン

・

上

フ
フ

ィ
キ
ン

グ
」

を
ご
と

し

・

て

考
え

る
現
代

の
人
身

売
買

、

取

り
引

き
に

つ

い
て

卜
汗

水

示
ア

ノ
り

夕

て

ヤ

ノ
今

二

地

八

公

回
朧

卜

士
　

フ

レ

ー
力
士

⊃

７

０

ノ
リ

カ
人

回
川

失
聯

聊
土

匸

回
申
込

入

弘
門

こ

イ

ｊ
Ｇ

１
０

０
０
０
　

門

に
廿
Ｔ

口

毋

｛
Ｊ
㈲
こ

い

爿
Ｂ
・Ｇ

・
０
０

０
１

４

月

１ ９

日

か

◆
日

杢

語
ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア
云

』

成

講
座

「
地
域
で

生
か
そ

う
　

・

す

ぐ

に

役

立
つ

日

本

語

教

授

・

言
口
叶
印
分
　
0
7年
っ
冂
2
8
口

参

三
行
水
叩

言
一
汗

藤
崕

人

玉

京
口

今
回
田

究
合
代

方

千

付
几

竹

本
謡
執
科
研

¶ = I ふ I = 丶 J = I ＝

究
会

言

）
　
・８
万
ｊ
Ｏ
Ｏ

勹

円

四

回
二

回
雨｛
－
㈲

ら
い

回
雌

い
分
　

ヤ

レ
才

ン
衫

控
　
・リ
ーＯ
［
？

一
卜
ｊ
Ｏ

ｊ
・

（
万

束

岫
円

背
駅
弓
三

万

尚
巾

士

人

仕
入
特

報
研

究

所

敦
役
）
　

無

料
　

上

韭

辷
怙

巾
入
迎
続

尚
子

実

行
委
　

迪
子

・

【
に
闘

八

ぶ
Ｏ

ヅ

ア

ー
り
了

（

衫
皿

卜
教
組

①

－

‐
　

‐
‐
－

・
‐‐

‐‐
‐
‐

４

月

巧

日

上

◆

チ

ェ
ル

ノ

ブ
イ
リ

事
故

か

ら
2
0
年

「
日

本
の

原
子

力
は
？

千

不
ル

午
－

政

策
の
失

態
を

問

う
」口

特
川

分

総

計
〈
言
に
（

俎

二
斯
篩

荼
ノ

水
駅

ト
ーぶ
川

口

寸

言
　

崕

竺

．
底
押

乱
ぬ
泥

沼

匚

は
ま
り

匸
仁

以
・紆
力

政
千

小

林
に

．
二

元

ｙ

示
型

へ
原

戸

炉

実
験

所
馳

①
　

［
Ｊ
０
０
円

目
合
廿

＝
大

竹
財
川

小
作

罔

【
Ｘ
Ｏ

∴

バ

ケ

リ
ご

Ｂ
Ｏ

０
０

４

月

拓
日
剛

一

◆
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事

故
2
0年
「
な
に
が
起
き
た
か
、

な
に

が
続
い
て
い
る
の
か
」

目
片
韭
分
　
円

ベ
ナ

ソ
匸

」

ツ
ク
上
士

公

牛

総【
白

レ
タ

ー

ズ

少

土

子

口

仏
駅
了

壮
　

ヘ
ン
ト
ウ
し
才

】
よ
の

ミ
ニ
コ
ン
サ

ーし

ブ

エ
ル
ノ

ブ
イ
リ
ヘ
川
想
卜

①

ブ

ザ
ー

‐－
－
‐－

・‐
＝

＝

４

月
2
0

日

型

◆
起
業

講
演

会
～
失

敗
し

な

い

会
社

の
作
り

方
、

「
新
会

社

法
」

の
活

用
法

を
教
え

ま
す
口

１８

叶
川

分

夕
匸

こ
什
刊
力

土

米
ｍ

Ｔ

ｎ

・
円

崕

駅
っ
し

包
　

水

言
陽
厂

（

ド
ｏ

Ｒ
Ｔ

Ｙ
　

水
士

ゾ
ノ
サ

①

エ
ノ

ノ
ヶ

才
フ

了
ス

代
言
　

リ
Ｔ

ｏ

ｏ

川

要
叩
（

入
　

巾
込

石

・
門

∩

世
＝
向

万
｛
一
に
叫

こ
の
ハ

ベ
ペ

・

づ
±
5
1
　

能
勹

禿
作

引

斐

川
当

◆
環
境

と
原

発
に
つ

い
て

、

学

習

・
討

論
会

卜
待
叩

勹
　

た

Λ

ば

は

千

余

遐
倡

駅
ペ

勹
）
　
　
「
宋

以

円

に
原
了

怛

卜
号

汗

水

卜

心

「
弁
謁
亡

回

か
　

８

０
０

円

ド
催
・
八

元

谷

卜
三

皇

Ｄ
Ｊ

絽

・
言
っ
一
巳
８

・
Ｄ

り
Ξ
５

４

月
2
1

日

性

」

◆
現
在

の
世
界

政
治

と
憲

法

９

条
の
意

味

（
仮
題
）

卜
片

鋩

子

犬

元

元

・

心

ヶ

圃
・剔
Ｄ

Ｉ
－

Ｄ
十

口

寸

言
　

田

中
子

彦
∠

．
聯
人

八

七
　

１
０

０
０

円
、

孚
す

ら

ｏ
ｏ

円
　

ド
催

…
叶
∩

出
人

庠

Kit ぐ7ぐC)/77 ∂/7
・ － 皿

お
い
し
さ
も
、
健
康
七
二
匸
テ

ノ
の・
暮
う
し
言
七
寸
込
心
べ
≒

愛
す
べ
き
味
わ
い
。

ニ

ブ
不
ン
人
四
繊
細
忽
舌
を
満
た
す
、

優
し

い

お
い
し

さ
。

ニ
ッ
ポ
ン
に
生
ま
れ
匸

よ
か
っ

た
と
思
う

ニ

ブ
ポ
レ
∧

へ
、

素
直
な
お

い
匸

言
を

お
届
け
し

ま
す
。

だ

か
ら

、

キ

ッ
コ

ー

マ
で
ノ

回

．畄

匸

ふ

イ

ハ

了

・

一
了

＜

卜
…
…
’ｙ

一
ぺ
‥
’ ｛

・
に

ご
力

一
一
犬

い
べ
｛
七
‥べ
づ・

づ『ｙ
ｙ

‘ ．‐い
一
一’

◆
自
衛
隊
は
と
こ
へ
行
く
の

ケ

上
匹
防
衛
庁
高
言
、
小
池
清

彦
加
茂
市
長
が
土
井
た
か
子
と

語
る怙
行
以
「

力

タ
ロ
タ
パ
ッ

ド
匸

千

二

こ

冨

川
駅
平

」

言
言
　

小
才

万
言

卜

回

」

か
匸

斎
藤
輿
陽

ニ

ャ

ナ

り
不
二

仁

回

卜

三

直
乙

ヤ
催
土

斗
広
行
幽

言

言

言

こ
・Ｏ
一
い
７
０

こ
Ｊ
５
０
１

４
月
2
2
日
上
匸

◆

敷

金

・

賃

貸

ト

ラ

ブ

ル

ー

ー

○

番

１ ０

卜

厂

三

卜

卜
　

汁

八

壮

一
ご

と

し
　

相

諛

言

一 器
0
3
1
3

（

ご

已

３

・

９

２

０

５
　

面

談

相

談

予

約

電

話

番

号

卩

心

・

３

３

５

３

１

９

１

９

１
　

白

白

往

：

友

京

り

三

万

土

石

匸

ら

回

づ

っ

い

・

Ｄ

・
Ｉ

Ｏ

Ｉ

帽

よ

言

◆

介

護

付

有

料

老

人

平

二

っ

て

、

ど

ん

な

と

こ

ろ

？

回

卜

］

分
　

一
・口

匸

匸

十

二

も

サ

マ

ー千

リ

ヘ
ーヽ
不

一
］一

（

土

川

∪

駅

７

分

）
　

卒

卜

白

八

廿

千

余

１

‐
。
≒

―
‥‐
。‐
。
］
一

。
（

｛
一・
‘ 五
宍

い
し
し
仟

｝

才

人
　

無

料
　

①

込

八

・

ド

ケ

ブ

几

絋

大

士

工

賃

ヤ

マ

ノ

ク

ー
－

ｅ

川

こ

い

つ

い
0
1
0
1

◆

腮

権

利

と

く

ら

し
　

平

和

の

た

め

の

女

性

集

会
　

ジ

ェ

ン

ダ

ー

平

等

と

平

和

を

め

さ

し

て

卜

片

白

バ

ン

ド

慥

二

万

休

ム

ム

尸

‥
う

卜

戸

バ

ゾ

乱

作

言

上

古

卜

言

÷

匸

訖

号

し

づ

万

匸

匸

三

ノ

ヱ
　

ト

ハ

内

町

言

・
纈

白

単

二

号
　

乱

い

纈

三

千

⊇

…
…
いＩ・
い（

ソ

‥
．一一
一
犬

一一
．ヴ

）
、

ヤ

く

①

イ

フ

…

…・（

・「

・
し

Ｉ’一

ヽｙ

に
ソ

’‐

‐

二

卜

二

工

仁

大

友

友

言

⑤

た

め

匸

恆

二

匸

口

广

匸

⊃

十

ス

匸

厂

广

言

三

言

賍

代

⊇

①

１ １‐１

子

半

二

言

弓

言

汗

十

言

ご

几

∩

∵

上

回

⑤

二

回

匸

匸

、

高

校

特

に
Ｊ

口

元

回

ご

土

社

長

・

○

、
二

三

弓

了

丁

諚

卜

白

・
友

二

千

祐

三

Ｌ

り

Ｏ

ソ

三

．

♂
ｉ－
　

♂―

ＩＦＩ－－
　
　
　
　
　

ｒ
ｒ

卵

慥

ぢ

Ｏ

り

ノ
　

ニ

ザ

し

べ

言

レ

宍

友

七

卜

八

口

ご

匸

こ

Ｉ

づ

ま

ら

・

Ｉ

ト

ら

っ

一

千

言

九

万

・ 議

）

◆

映

枩

上

映

「

百

合

祭

」

＆

浜

野

佐

刧

監

督

・
じ

多

ノ

ヤ

匸

づ

匸

陽

二

三

七

七

夕

‐
二

万

且

し

よ

卜

二

い・

言

乙
　

工

・つ

り

り

口

二

卜

…
… ・

し

１

り
Ｏ

ヅ

匸
　

匸

幸
言

・

や
Ｏ
よ
っ
∵

つ
一
石
１

・
ア
Ｔ
Ｉ

卜
　

し

乍

二

氷

上

友

回

七

万

匸

祕

り

凵

ア

ー

ペ

ユ

ツ

８

０

言

卜

◆

か

な

か

わ

女

性

会

議

公

開

講

座言

卜

匸

こ
　

夕

言

卜

卜

元

言

宍

仁

土

匸

ノ

才

△

レ

ゾ

勹

二

千

昇

○

ノ

乱

千

二

乙

余

百

穴

巾
二

千

二

千

二

七

ト

レ

弌

サ
　

じ

言

。
一

一
”‘ 、
一
ゝヾ
。・
、一
Ｊ
つ
一

二

七

二

号

卜

祐

几

二

卜

匸

ペ

ブ

ド

ペ

∧

ノ

ベ

言

⊃

厂

匸

个

レ

匸

卜

言

九

二

二

回

寸

土

二

言

ノ

こ

へ

こ

と

】

匸

九

九

匸

①

匸

匸

づ

牛

三

回

戸

⊇

二

〇

言

言

几

二

［

‐
‐
］

・乙
一
一
。

ｙ

’
・

．’ ”
」
］ｙ

‥
’・
一
コ

．

’

一
…
…

フ

ニ

ト

ー

｛
・
｝
」・
’
．
”

‘

一

」
｛

Ｊ

．

Ｊ
’い

’．

、

一

一一

ゝ

‐

テ

了

子

‐

づ
　

气

匸

捺

づ

ゲ

ザ

ぷ

…

…

ユ

犬
．
ニ

ノ

‥

｝
　

三

二

言

‘

言

仁

一
’

二

つ

冂

几

｛

一
　

匸

五

卜

＝

元

三

う

匸

ズ

…

…
…

戸
一

．’ 一

’
・
‥
・
心

７

べ

≒

Ｏ

Ｉ
‐
片

凵

Ｏ

し

て

１

０

８

り

◆

言

に

国

言

匸

匸

高

遠

菜

穗

子

古

ん

の

こ

フ

ク

報

告

報

道

⑤

元

え

な

レ

壁

の

｛

つ

ゴ

う

て

．

イ

ラ

ク

で

愕

何

か

起

き

て

匸

辻

か

？

匸

ご

友

☆

千

三

し

二

口

Ｏ

ヤ

ー
ド

几

卜

…

…

一
一

一
｛

ｙ
一

｝

ブ

∇

…
…
…

言

二

．
二

十

匸

一

’
．卜 ｛

匸
　

匸

サ

ン

ド

が

ゾ

ケ

ソ

占

．

Λ

｝
Ｏ

う

つ

】

Ｉ

Ｉ
↓
‘
‐

、
卜

．

奪

崘

ニ

チ

チ

ン

ご

ノ

二

こ

ア

【
三

皇

百

二

匸

ズ

广

‐

ン

①

ぺ
…
…
…

ブ

バ

ー

ノ

’゙
一

。ｙ
ｙ

、】｀
　

］

口

．
厂

…
……

言

卜

二

三

匸

．
今

一

言

≪

’‥
　
　

五

穀
　

万

言

二

友

二

丁

ニ

レ

レ

ン

に

匸

へ

万
．’一一
い Ｉ
　

．一

．

厂

匸

．

凵

仁

言

言

一

……
一
一

一

‘’ 、Ｊ｛

’．

二

三

元

寸

白

し

詣

匸

匸

ｙ

口

づ

ブ

ー
　

ニ

ー
…
…

匸

‘
‥一
．ヽ
．・
‘
一

’ ．ｙ
｝

‥ヘ

ペ
ー・ 二

千

几

二

］
．匸

ご
厂

．”ご

『
犬

二
　

匸

白

丁

上

毒

二

☆

匸

子

牛

レ

ツ
　

⊃

二

言

广

ｙ

二

二

回

二

…

…
…二
一｛
｛

｝．
．

．

口

⊃

⊃

く

匸

．一
ノ

匸

二一
　

ｙ
一ｙ
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、

一一

。ｙ
”

う

匸

…
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二「

万

八
一

’
．」．
‘ 】
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’｛
一
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二
皿

て
　

几
衣
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≧
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三
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‐
。
一
一
一
一
｝
一

．
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｛
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言
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友
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七

現

仁

ぶ

言
　

千

人

夕

「

一

に

ケ

言

．
言

言

を

軽

匸

匸

・
し

’`

一

ニ

ア

ー
　

膕

．

二

二

づ

三

寸

匸

二

卜

∵

⑤

卜

言

二

二

゛

’

」

二

余

言

▽

二

二

二

万

二

二

言

言
　

フ

バ
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二

二
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 ‐ ‐Ｉ
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Ｏ
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］
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；
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・
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匸
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3

臼
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三

◆

黄

京
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教

育

破

詈

匸

声

号
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’

右

育
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玉
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三

二

言

一

翼

言

こ

「

三

弓

右

套

万
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ヰ
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×

∇

二

……

二

二
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・

⊇

五

二
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‐

卜

∵

二

卜

匸

不

二
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千

言
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十

ド
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二
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薯

厂

乙

月

審

議

言

言

強

行

仟

笑

三

乙

う

：

二
三
二

三

一一一

| - - - 〃

⊃

二

良

⑤
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…

⊃
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了
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．
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．
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信州・上田

[らいてうの家]完成

５月2明 オーﾌ ニ゚ﾝ ｸﾞｾﾚ モニｰ

信
州
あ
ず
圭
や
高
原
に

建

設
中
の
「
ら
い
了

つ
の
家
」

が
完
成
、
５
月
2
8日

筒
ロ

オ

ー

ブ
ン

セ

レ

モ

ニ

ー

を

開

弌

開
館
す
る

ご
と
に
な

っ

た

。開
館
の

前
日
2
7日
出
回
完

成
記
念
植
樹
を
お
こ

な
う
。

2
8日

は
、
正

午
か
ら

「
ら
い

匸

つ
の

家
」
敷
垉
内
広
場
で

才
Ｉ

ブ
ン
セ
レ
モ

ー
〒

、
1
3

侍
か

ら
隣
接
の
あ
ず
圭
や
高

原

ホ
テ
ル
で

記
念
パ
上

丁
イ

ー
を
行
う
。
植
樹
に
参
加
す

る
場

合
匸

ｍ
木
Ｉエ
七
ツ
ト
に

つ

き
３
０
０
０

円
負
袒

毋

セ

ッ
ト
で

も
言

。

「
ら
い
て

う
の
家
」
は
長

野
新
幹
線
上
田
駅

か
ら

車
で

4
0分
。
あ

ず
圭
や

高
原

ホ
テ

ル

の
送
迎

バ
ス
に

予
約
し
て

乗
る
こ
と

が
出

来
る
。

詳
し
い
内
容
の

問
い

合
わ

弌

申

し

込

み

は

、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ

平
塚
ら
い
匸

う
の

会
」
｛
に
0
3

1
3
ル
Ｏ
工

・
６
３
８
８

ア
ジ
ア
女
性
交
流

研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム

投

稿

論

文

・
書

評

募

集

齟
ア
ジ
ア
女

性
交
流
・
研

究
フ
ォ
上

フ
ム
は

、
研

究
誌

フ

レ

ア

女

性

研

究
』
足

己

の
た
め
の
投

稿
論
文

と

書
評
を
募
集
し
て

い
る

。

テ

ー
マ
は
「

ジ
ェ
ン

ダ
ー

と

政

治

余

リ

テ

ィ

ク

ス

ビ
ゴ

千
一
咼
齢
化

、
グ

ロ

ー

バ
ル

化

な

ど
の

政

治

課

題
、
格
差
社
会
な

ど
社

会
の

変
化
、
法
や
制
度
の

問
題
に

つ

い
て

、

ジ
ェ
ン

ダ
ー
の

視

点
か
ら
分
析
し
た

も
の

。
圭

だ
、
政
治
参
圉
を

含
廿

政
策

決
定
や
意
思
決
定

過
程
へ

の

芽
の 展 開 と　　　
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